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■ まず、がんの状態を知ることから
がんの治療を考える上でまず大切なことは、がんの状態を知ることです。
体調はどうか、気になっていることはないか、という自覚症状を担当医に伝
えます。そして、がんの大きさ、性質、広がりを把握するためのさまざまな
検査が行われます。検査が続き、診断結果が出るまで時間がかかることも
あります。その後、担当医から検査結果や診断について説明があります。こ
のとき、検査や診断についてよく理解し、記録しておくことは、治療法を決
める際に大切です。
次に診断結果をもとに治療の方針を決めていきます。多くのがんでは、が

んの進行の程度を「病期（ステージ）」という言葉で示します。病期によって
最もよい効果が期待される治療を選択することになりますが、実際には年
齢や体調、がん以外の病気がないかなど、総合的に判断されます。このとき
に「標準治療   P211」という言葉が使われることがあります。
標準治療とは、科学的根拠（エビデンス）に基づいた視点で、現在利用で

きる最良の治療であることが示されており、ある状態の一般的な患者さんに
行われることが勧められている治療のことです。多くの場合、医師の勧める
治療法は、この標準治療に基づいています。

治療法を考える
まず、自分のがんの状態を知ることから始まります。
担当医の説明をよく聞き、十分理解した上で
治療法を選ぶようにしましょう。

2-1-3



52

■ それぞれの治療法のよい面と悪い面の確認を
治療法を決めるに当たっては、あなたが治療を受けたとき「どのような効

果が期待できるのか」 「どのような副作用や後遺症が、どのくらいの可能性
で起こるのか」 「再発の可能性は、どの程度なのか」などを担当医に確認し
ます。複数の選択肢がある場合には、それぞれの治療法の自分にとってよい
面と悪い面を書き出してみると、問題点を整理できるでしょう。
例えば、手術をすることで、体の機能や器官を部分的に損なう可能性が

ある場合には、手術ではなく放射線治療や薬物療法（抗がん剤治療）を受け
たいと思うことがあるかもしれません。
治療後の療養生活、定期的な通院や治療の予定まで視野に入れた上で、

担当医をはじめとする医療者から情報を集め、納得した上であなたにとっ
て最適な治療法を選ぶようにしましょう。自分ひとりで決めるのではなく、
家族とよく相談するとよいでしょう。

治療法の決定には、
納得する過程が必要

私は、6回の化学療法を受けた後、骨髄移植を受けました。その経
験から、治療中やその後の生活が具体的に想像できるように、十分な
説明を受けることが大切だと実感しています。また、私自身、骨髄移
植を受ける際、説明を受けて同意するまで１週間の時間をもらいまし
た（納得できる時間が必要という意味です）。治療法の決定には少し時
間をもらい、その間に家族と話し合ったり、セカンドオピニオンを聞
いたり、迷ったりしながら、納得する過程が必要だと思います。
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■ 担当医と相談しながら治療法を選択する
がん治療法の大きな柱は、手術治療、薬物療法（抗がん剤治療）、放射線
治療の３つです。手術だけ、あるいは薬物療法だけを行うこともあれば、２
つ以上の治療法を組み合わせる場合もあります。また、がんの種類や進行
度、初めての治療か２回目以降かなどによって、治療法の選択肢が複数あ
ることもあります。担当医は、あなたの病気の進行度や状態に合わせて、最
適と考えられる治療法やほかの治療法を選択肢として提示し、説明します。
説明を理解し、納得した上で、どの治療法を選ぶかを決めるのはあなた

と家族です。わからないことがあれば理解できるまで担当医に質問したり、
自分で調べることが大切です。
治療方針について別の医師の意見を聞きたいときには、セカンドオピニ

オン   P209を参考にすることができます。
中には、告知を受けた衝撃からまだ立ち直れないうちに治療法を選ぶよ

うに言われて混乱したり、どの治療法も怖く感じたりすることがあるかもし
れません。そんなときは、家族や担当医、看護師、がん相談支援センター
などに、今の気持ちを話してみるとよいでしょう。

i
関連情報

  P26「情報を集めましょう」    P66「セカンドオピニオンを活用する」

  P29「がん相談支援センターにご相談ください」

　　『患者必携  わたしの療養手帳』も併せてご活用ください。 
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心強いサポート役の
存在で、治療を受ける
決心ができました

乳がんの手術後、化学療法の選択で迷っていました。精神的に苦
しくなって追い詰められた私は、目の前にいた看護師さんに「どうし
たらいいか、困っている」と正直に打ち明けました。すると、「選択に
苦しむ患者さんは多いです。がん相談支援センターや化学療法専門
看護師にも話してみて。院内で使えるものは何でも使って」とアドバ
イスしてくれました。
がん相談支援センターの相談員や専門看護師の方は親身になって
相談にのってくれました。セカンドオピニオンの利用法や患者会を紹
介してもらい、さらに不眠のときには精神腫瘍科も受診できると聞き
ました。次々に会った人と相談できて、心強い味方を得て、落ち着い
て化学療法を受ける決心ができました。治療中はとかく担当医に全て
を頼り、関係が難しくなったりしがちですが、こんなにたくさん患者
サポート役がいると知りました。特にがん相談支援センターはそこか
らいろいろな専門職につながっていくので、困ったら何でもまず声を
かけてみると、きっと助けを得られると思います。
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　がんの部位や種類によっては、診療（治療）ガイドラインが発行されてい

ます。これはさまざまな病状に対して個々の現場が適切な治療決定を行う

のを助けるために、診療に関する標準的推奨事項とその根拠がまとめられ

たものです。ガイドラインの多くは医療従事者を対象として書かれていま

すが、最近では一般の方向けの「ガイドラインの解説」も発行されるように

なってきました。自分にとって最善の治療を担当医と相談して決めていく

ための参考資料の１つとして活用するとよいでしょう。

■ 参考になるウェブサイト

◎ 「医療情報サービスMinds（マインズ）」（http://minds.jcqhc.or.jp/）

◎ 「がん情報サービス」（http://ganjoho.jp）

自分の病気についての情報を集める




